
フラットデッキ工業会

フラットデッキ型枠工法の設計・施工法

1. 「床型枠用鋼製デッキプレート（フラットデッキ）
設計施工指針・同解説」 ポイント解説

2. 「フラットデッキ工業会 Ｑ＆Ａ」解説

■本日のご報告内容
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フラットデッキとは？

建築現場における床型枠施工の合理化を図るために開発された薄鋼板製
（厚さ0.8～1.6mm）の上面が平坦で下面にリブが付いた端部閉塞型デッキ
プレート

鉄筋コンクリート造や鉄骨造等の建物の床および屋根スラブのコンクリート

打設時に型枠として使用する鋼製の仮設型材料のこと。

フラットデッキ写真例

＜型枠時＞

＜完成時＞
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フラットデッキ型枠工法の使用例

S造 RC造

●フラットデッキ型枠工法：他のデッキプレートと異なり、ＲＣ・ＳＲＣ造
においても多く利用されている
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床型枠用鋼製デッキプレート
（フラットデッキ）

設計施工指針・同解説
平成１８年版

編集 社団法人 公共建築協会

発行 フ ラ ッ ト デ ッ キ 工 業 会
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1.1 適用範囲

1章 総則 本文 P.1～P2

●フラットデッキの板厚は、極端に薄いと断面剛性が不足し、断面として一体に働
かず、ウェブの座屈が生じる可能性があるため、最小板厚を0.8mmとしている。
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1.1 適用範囲

1章 総則 本文 P.1～P2
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ＲＣ造の場合の合板型枠とフラットデッキ型枠の使用例

1章 総則 本文 P2

在来の一般的な合板型枠工法 フラットデッキ型枠工法

●工期短縮・安全性向上
●中間支保工の削減に寄与
●コンクリート硬化後、デッキ解体不要

【フラットデッキ型枠工法の利点】
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●使用スパン長さlの取り方
1章 総則

S造の場合 RC・SRC造の場合

●スラブ厚さとオフセット寸法

S

使用スパン長さ l ：1.0m～4.9m

スラブ厚さＳ：300mm以下

オフセット寸法：40mm以下
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1章 総則 本文 P.4
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1章 総則

1.2 フラットデッキ型枠の選定

本文 P.4
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2章 材料および許容応力度

2.1 材料

本文 P.8
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2章 材料および許容応力度 本文 P.10
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3章 フラットデッキの種類

3.1 形状、寸法および断面性能

⇒形状に多少差異はあるが、断面性能は全て統一

本文 P.11～P.12
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3章 フラットデッキの種類

3.2 エンドクローズおよびキャンバー

ａ．エンドクローズ 

フラットデッキにはエンドクローズがついている。標準型のエンドクローズ長さ(?1)を

表3.2に示す。 

ｂ．キャンバー 

標準型エンドクローズの場合は、フラットデッキの中央部にキャンバーがついている。 

 

表3.2 標準型のエンドクローズ長さ(?1) 

                                                              (単位：mm) 

分   類 エンドクローズ長さ(?1) 

閉 塞 型 50 80 130 

中 空 型 50 75 80 85 90 100 120 130 

 

 

本文 P.13
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3章 フラットデッキの種類

3.2 エンドクローズおよびキャンバー

本文 P.13

（エンドクローズ長さ） （エンドクローズ長さ）

キャンバーは、フラッ トデッキ上面の中央部についた1Omm程度の
むくりのことで、標準型エンドクローズ加工時に必然的にできる
フラットデッキ特有のものである。

⇒スラブの断面欠損になり得るので、適切な割り付け、板厚の選定が重要

a.エンドクローズ長さの選定

b.キャンバー
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4.1 施工時荷重の設定

４章 設計 本文 P.19
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●施工時荷重（作業荷重＋衝撃荷重）：

・ポンプ工法 ：1,470N/㎡

・ホッパー、バケット工法 ：2,450N/㎡

・上記以外の特殊な打込工法：実情に応じた荷重

日本建築学会
基準に準拠

●作業面積が狭い場所での施工時荷重

解説図4.1 作業面積と作業荷重

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設空間が狭いと
作業者が密になりやすい

本文 P.20
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4.4 断面算定

c.エンドクローズ部分の
強度確保の検討

・オフセット寸法は
40mm以下とする。ただし、
エンドクローズ部分の損
傷防止が図れ、かつ強
度が確保されている場合
はこの限りではない。

本文 P.24
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※オフセット寸法が40mmを超えると、フラットデッキ中央部の破壊に先行して、
エンドクローズ端部が曲げ破壊する恐れがある。

オフセット寸法40mm以下とは・・・

40mm以下

＝

40mm以下

＝

〔Ｓ造〕 〔ＲＣ・ＳＲＣ造〕

縦さん木

本文 P.25

（フラットデッキ中央部の破壊防止・・・事前に計算で確認）
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4.9 支持梁がRC造またはSRC造の場合の留意点 本文 P.36
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縦さん木の設置（RC造、SRC造標準納まり）
本文 P.39

釘 ピッチ200～210mm

10

のみ込み代 10mm

かかり代 50mm以上

75

フラットデッキ

梁側板型枠

縦さん木 ピッチ600mm以下
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※ＲＣ・ＳＲＣ造の場合、縦さん木が無い（横さん木のみ）と
鉛直荷重により横さん木が回転し、実質上のオフセット寸法が
40mm以上となり、エンドクローズ部根本部分に過大な曲げ応力
が発生するため、本指針では縦さん木の設置を必須としている。

縦さん木が未設置の場合・・・

コンクリート

横さん木

コンクリート

座屈

横さん木回転→脱落 エンドクローズの根元
部分で曲げ座屈

解説図4.17 縦さん木のない型枠の崩壊例

本文 P.38
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“縦さん木”未設置による
フラットデッキ脱落事故事例

～フラットデッキ端部の曲げ座屈～
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フラットデッキ脱落事故事例

ⅰ）落下状況
25



ⅱ）脱落デッキ（端部折曲り）状況

フラットデッキ脱落事故事例
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ⅲ）支持型枠状況

横さん木：回転→脱落

横さん木：回転

フラットデッキ脱落事故事例
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ⅳ）たて桟木設置状況

なし×

暫定措置

あり◎

フラットデッキ脱落事故事例
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〔暫定措置部拡大〕

⇒束材にて横さん木補強
注）@600mm以下、上下すきま無く設置

フラットデッキ脱落事故事例
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フラットデッキ型枠工法災害事例データ分析
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フラットデッキ型枠工法災害事例データ分析
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梁型枠の拘束条件がフラットデッキ

の曲げ耐力に及ぼす影響

■付録11.2 実験データ

Ｈ１８年建築学会発表論文より抜粋

本文 P.135
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梁型枠の拘束条件がフラットデッキ曲げ耐力に及ぼす影響

1.1 試験目的

①試験概要

本実験では、薄鋼板（t=0.8mm）のフラット
デッキを使用した場合の型枠の拘束条件等や
剛性の差異等が曲げ耐力に及ぼす影響を確認
する 。
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1.2 試験のパラメータ

 
釘＠207 釘＠20710 10

釘＠600釘＠600

釘＠450釘＠450

釘＠20710

釘＠600

釘＠450

釘＠20710

25×50

7
5
0

3
0
0

5
0
4
0
0

7
5

釘＠600

釘＠450

縦さん木
25×50
＠600(C､D)

釘＠450(C)
釘＠900(D)
釘＠200(E) 転び止め

＠600

シリーズ;A シリーズ;B シリーズ;Fシリーズ;C,D,E

釘＠450釘＠450 釘＠450

＠200(E)

図１ 梁型枠の拘束条件

型枠上部 縦桟木 横桟木釘

ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ ﾋﾟｯﾁ(mm) ﾋﾟｯﾁ(mm)

A 無し 有り － 450

B 無し 無し － 450

C 有り 有り 600 450

D 有り 有り 600 900

E 有り 有り 200 200

F 転び止め 有り 600 450

ｼﾘｰｽﾞ 縦桟木

表１ 試験のパラメータ

※標準仕様

Cｼﾘｰｽﾞ

梁型枠の拘束条件がフラットデッキ曲げ耐力に及ぼす影響
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1.3 試験体および試験方法

C.L．

球座

加力ビーム

100×100角材

7
5
0

5
0

536 664 664 536

1200 400400 1200

3
00

4
0
0

フラットデッキ:ｔ＝0.8

図２ 試験体形状および寸法

梁型枠の拘束条件がフラットデッキ曲げ耐力に及ぼす影響
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2.1 荷重－変位曲線

図3に荷重とデッキ中央部の鉛直変位の関係、図4に荷重と両側
型枠間の相対変位の関係を示す。

②実験結果
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C F DE

A

図４ 荷重変位曲線（梁型枠上部の相対変位）
図３ 荷重変位曲線（フラットデッキ中央部鉛直変位）

縦さん木あり

縦さん木なし

縦さん木

@200mm

標準仕様

標準仕様

縦
さ

ん
木

な
し

縦
さ

ん
木

あ
り

セパレータなし セパレータあり

型枠の傾倒方向

※Ｄｼﾘｰｽﾞの

み逆方向へ変
位

梁型枠の拘束条件がフラットデッキ曲げ耐力に及ぼす影響
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2.2 結果一覧

表２ 加力試験結果一覧

試験体 上部
設計荷重

(kN)

シリーズ ｾﾊﾟﾚｰﾀ Pb

A-1 14.7

A-2 15.9

A-3 15.4

B-1 14.3

B-2 14.4

B-3 13.9

C-1 21.9

C-2 22.3

C-3 22

D-1 有り 有り 22.3 － － スパン中央部の曲げ降伏

E-1 有り 有り 22.9 － － スパン中央部の曲げ降伏

F-1 有り 有り 22.8 － － スパン中央部の曲げ降伏

1.47

1.52

1.51

1.46 スパン中央部の曲げ降伏1.48

1.46

有り 有り 22.1

1.45

0.94 横さん木の外れおよびエン
ドクローズ部分の曲げ降伏

0.96

0.92

無し 無し 14.2

0.95

最大曲げ荷重時の状況

無し 有り

15.1

15.3

0.97

1.01 横さん木の外れおよびエン
ドクローズ部分の曲げ降伏

1.05

1.02

縦さん木
最大曲げ荷重(kN)

Pmax

Pmax/Pb

梁型枠の拘束条件がフラットデッキ曲げ耐力に及ぼす影響
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2.3 破壊状況

スパン中央部の曲げ降伏 横さん木の外れおよびエンド
クローズ部分の曲げ降伏

〔縦さん木あり〕 〔縦さん木なし〕

梁型枠の拘束条件がフラットデッキ曲げ耐力に及ぼす影響
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③試験結果・まとめ
●標準仕様（Ｃシリーズ）は、設計荷重に対して約1.5倍の曲げ耐力を保有。

⇒破壊モード：スパン中央部の曲げ降伏
●縦さん木の無いＡ、Ｂシリーズは、設計荷重に対して約0.9～1.0倍の曲げ耐力に

低下。
⇒破壊モード：横さん木の外れおよびエンドクローズ部分の曲げ降伏

●縦さん木のピッチを細かく設置したＥシリーズの場合でも、曲げ耐力や破壊
モードに大きな差異は無し。

●横さん木の釘止め本数を少なくしたＤシリーズの場合でも、曲げ耐力や破壊
モードに大きな差異は無し。
ただし、このモデルのみ他のシリーズとは逆に型枠の上部が外側（開く方向）
へ変位した。

●縦さん木の代用として、転び止めを応急処置的に用いたＦシリーズでも、標準
のCシリーズと比較し曲げ耐力に大きな差は確認されな かった。ただし、部材
の接触のみで軸力を伝達させているため、施 工精度による耐力への影響が

大きく信頼性には欠ける。

梁型枠の拘束条件がフラットデッキ曲げ耐力に及ぼす影響

適切な縦さん木の設置がとても重要！
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5.2 災害防止

５章 施工
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縦さん木の設置が困難な場合の措置

※梁側板から300程度の位置に補強支保工を設置する。

本文 P.60

300程度
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ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷを支持する型枠支保工が完成していることの確認

※縦さん木、支柱の水平つなぎ、筋かい、梁セパレー
ターなどが正しく設置されていることの確認 本文 P.60

42



鉄筋など資材の仮置きに対する補強方法

鉄筋などの建設資材を集積して仮置きする場合は、原則と
してフラットデッキ型枠に直接荷重が伝達されない置き方
とする。

【原則】

鉄筋等資材

Ｓ造

フラットデッキ

端太角

鉄骨梁

（鉄骨梁上に設置する）

本文 P.61
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鉄筋などの建設資材を集積して仮置きする場合は、原則としてフラット
デッキに直接荷重が伝達されない置き方として下さい。

鉄筋など資材の仮置きについて

解説図5.18

資材仮置き方法
（Ｓ造の場合）

本文 P.61
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ＲＣ、ＳＲＣ造

鉄筋など資材の仮置きに対する補強方法

補強
支保工 梁型枠

水平
つなぎ

端太角 資材

筋かい

※端太角と補強支保工は同一直線上に設置する

本文 P.62
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鉄筋など資材の仮置きについて＜検討例＞ 本文 P.150

右図に示す条件にて3.0m×2.0mの
範囲で仮設資材置場を検討する。

・フラットデッキ厚：0.8mm
・コンクリート打設用として

スパン中央部にサポート２列
・端太角：既設のサポートの

直上に設置

上記の条件から積載可能な最大荷重
（当分布荷重）を求める。

積載可能な最大等分布荷重をＷ（kN/㎡）、

作業荷重を積載荷重の20%とする。
端太角1本が負担する荷重の負担幅は0.4+1.2/2=1.0mより、各支点の反力Rは、

R=1.0×1.2Ｗ=1.2（kN/m）
フラットデッキには支圧力のみが作用し、支圧荷重を許容支圧荷重以下とする

R≦9.8（KN/m）
以上より、１．２Ｗ≦９．８

Ｗ≦８．１（ｋＮ／㎡）

以上より、積載可能な最大等分布荷重は８．１ｋＮ／㎡（約８２０ｋｇ／㎡）46



その他付録資料のご紹介
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フラットデッキ安全チェックシート

 フラットデッキ安全チェックシート 
（施工管理者：自主検査用）

No. 確認 日付

1 /

2 /

3 /

4 /

5 /

6 /

7 /

8 /

9 /

10 /

12 /

13 /

18 /

19 /

21 /

㎡

用　途

 　普　　通、　 軽 量 １ 種、　 軽 量 ２ 種

また、ｾﾊﾟﾚｰﾀｰの設置は適切か　

商品名：ﾒｰｶｰ名：

使用板厚(mm)：  0.8、 1.0、 1.2、 1.4、 1.6 表面処理： Z12、Z27、その他（　　　　）

　　□　地中梁、PC梁：　継ぎ筋溶接等　@600mm以下

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ
敷込み後

鉄筋仮置き時など、ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷに過度の集中荷重が掛かる

場合、適切な補強措置が施されているか

17

16

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷﾘﾌﾞおよびｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ部の変形・切断はないか

中間支保工の設置忘れはないか（打設前作業時も必要）

開口部における作業者の転落防止措置（立入禁止措置等）

が施されているか

/

/
ｵﾌｾｯﾄ寸法は40mm以下となっているか

（40mmを超える場合は適切な事前強度検討がなされているか）

　　□　Ｓ造：　ｱｰｸｽﾎﾟｯﾄ溶接等　@210mm以下 /
　　□　RC、SRC造：　釘止め等　@210mm以下

建
築
概
要 構 造・規 模

建 設 場 所

工 事 名 称

梁（型枠）との接合方法

中間支保工の有無

チェック時期 是　正

　　　有　　〔支柱間隔：@　　　　　　　mm以下〕　　　・　　　　無

 ｱｰｸｽﾎﾟｯﾄ溶接、釘止め、ﾄﾞﾘﾙﾋﾞｽ止め、継ぎ筋（ﾌｯｸ筋）溶接、その他（　　　 　　　）

安全共通事項
安全保護具（ﾍﾙﾒｯﾄ、安全帯、皮手等）は適切に装着しているか

KYﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等行い、危険事項の周知徹底を図っているか

延床面積

チ ェ ッ ク 項 目

床
ス
ラ
ブ
施
工
概
要

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ種類

ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類

荷降し
　↓

揚重時

トラック荷降し時の荷取り方法・順序は適切か（荷崩れ防止）

揚重方法およびﾜｲﾔｰ・吊具は適正か

製品は変形していないか

仮置場の安定性および仮置き方法は適切か

仮置き時の落下・飛散防止処置は適切に行っているか

調　査　者

調　査　日 　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事
20

以下の計画として適切に行われているか

中間支保工は所定の存置期間解体しない工程となっているか

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ
施工時

11

所定のﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷかかり代が確保されているか

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷと梁との接合は適切か（端部固定・落下・飛散・ズレ防止）

割付図面通りに正しくﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷが配置されているか

開梱時の荷崩れ防止対策は適切か

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷを支持する梁型枠は完成した状態にあり、かつ強度は十分であるか

14

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ受材の取付は適切か

RC造・ＳＲＣ造の場合、縦桟木の設置は適切か（@600mm以下設置必須）

15

/

/

打設時荷重は1,470N/㎡（150kgｆ/㎡：通常のﾎﾟﾝﾌﾟ工法）

/

階 工区対象ｴﾘｱ

Ⅰ． フラットデッキの安全性確保のため、｢床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ（ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ）設計施工指針・同解説｣

（以下“指針”とする）の規定を遵守し、確実に施工を行うこと。

Ⅱ． ＲＣ造またはＳＲＣ造の型枠に載せかける場合、指針の規定通り必ず“縦桟木”を設置し、かつフラットデッキ

端部を所定の間隔で釘止め等確実に行い、フラットデッキ支持部の固定度を確保すること。

Ⅲ． コンクリート打設時には、過度に山盛りにしたり、あるいは作業者が局所的に集中したりすると許容荷重を

オーバーすることがあるので、集中荷重を避けるよう配慮すること。

Ⅳ． フラットデッキを載せる梁型枠や壁型枠においては、鉛直荷重に対する強度確保に加え、水平方向にかかる

荷重についても十分強度・剛性を確保する必要がある。そのため、型枠の開きや傾倒の防止、また水平荷重

による倒壊防止のための水平つなぎや筋交い等の措置を確実に行うこと。

～参 考～

許容スパン表① 許容スパン表② 中間支保工を設ける場合の許容スパン表③
普通コンクリート（比重ρ＝2.4 t/m3） 軽量コンクリート（比重ρ＝2.0 t/m3） 普通コンクリート（比重ρ＝2.4t/m3）

ｽﾗﾌﾞ ｽﾗﾌﾞ ｽﾗﾌﾞ
厚さ（mm） 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 厚さ（mm） 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 厚さ（mm） 0.8 1.0 1.2

120 2,610 2,880 3,040 3,160 3,270 120 2,760 2,980 3,140 3,270 3,390 120 4,370 4,900 4,900
125 2,580 2,850 3,010 3,130 3,250 125 2,730 2,960 3,120 3,250 3,360 125 4,260
130 2,540 2,830 2,990 3,110 3,220 130 2,700 2,930 3,100 3,220 3,340 130 4,150
135 2,510 2,810 2,970 3,090 3,200 135 2,670 2,910 3,080 3,200 3,310 135 4,050
140 2,480 2,790 2,940 3,060 3,170 140 2,640 2,890 3,050 3,180 3,290 140 3,950
145 2,450 2,770 2,920 3,040 3,150 145 2,610 2,870 3,030 3,160 3,270 145 3,860
150 2,420 2,750 2,900 3,020 3,130 150 2,580 2,850 3,010 3,130 3,250 150 3,770
155 2,400 2,730 2,880 3,000 3,110 155 2,550 2,830 2,990 3,110 3,230 155 3,680
160 2,370 2,700 2,860 2,980 3,090 160 2,520 2,820 2,970 3,090 3,200 160 3,600
165 2,340 2,670 2,840 2,960 3,060 165 2,500 2,800 2,950 3,070 3,180 165 3,520
170 2,320 2,640 2,820 2,940 3,050 170 2,470 2,780 2,940 3,060 3,170 170 3,450
175 2,300 2,620 2,800 2,920 3,020 175 2,450 2,760 2,920 3,040 3,150 175 3,380
180 2,270 2,590 2,790 2,900 3,010 180 2,420 2,750 2,900 3,020 3,130 180 3,310 4,900
185 2,250 2,560 2,770 2,880 2,990 185 2,400 2,730 2,880 3,000 3,110 185 3,240 4,840
190 2,230 2,540 2,750 2,870 2,970 190 2,380 2,710 2,870 2,990 3,090 190 3,180 4,750
195 2,210 2,510 2,740 2,850 2,950 195 2,360 2,690 2,850 2,970 3,070 195 3,120 4,660
200 2,180 2,490 2,720 2,830 2,940 200 2,340 2,660 2,840 2,950 3,060 200 3,060 4,570
250 2,000 2,290 2,500 2,690 2,790 250 2,150 2,450 2,690 2,810 2,910 250 2,570 3,850 4,900
300 1,860 2,120 2,330 2,510 2,670 300 2,000 2,290 2,500 2,690 2,790 300 2,220 3,330 4,420

（単位：mm　ただし10mm単位にて切捨て表示） （単位：mm　ただし10mm単位にて切捨て表示） （単位：mm　ただし10mm単位にて切捨て表示）

※注意　表中の数値はｽﾗﾌﾞｽﾊ゚ﾝ２Ｌを示す

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ板厚(mm) ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ板厚(mm) ﾌﾗｯﾄﾃ゙ｯｷ板厚(mm)

～ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷかかり部標準納まり～

オフセット寸法

75～90

50以上

ス
ラ
ブ
厚

(原則40mm以下)

ｱｰｸｽﾎﾟｯﾄ溶接
　@210mm以下

Ｓ造 地中梁・ＰＣ造

30以上

50

地中梁・ＰＣ梁等

ス
ラ
ブ
厚

オフセット寸法

(原則40mm以下)

継ぎ筋　@600以下

〔必須〕

オフセット寸法

(原則40mm以下)

ＲＣ造、ＳＲＣ造

(のみ込み代)
　　　　　10

75～90

12

せき板 縦桟木

@600以下

ス
ラ
ブ
厚

釘止め等
@210mm以下

50

ＲＣ  ・  ＳＲＣ造

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷｽﾊﾟﾝ：L

Ｓ　造  、　　　地中梁、ＰＣ造 中間支保工がある場合

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ
ｽﾊﾟﾝ：L

※型枠支持にてｽﾗﾌﾞｽﾊﾟﾝが3mを超える場合
    は中間支保工を設けることを原則とする

ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ
ｽﾊﾟﾝ：Lﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷｽﾊﾟﾝ：L

使用上の注意事項

チェック項目
No.1～21

許容スパン表
（参考）

端部標準納まり
～かかり代～

使用上の
注意事項

P.155
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フラットデッキ取扱い注意事項 フラットデッキ工業会

ホームページに掲載

P.157､158 49
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1：「フラットデッキの表面状況調査」について

（P.59～P.66）

2：「フラットデッキQ＆A」のご紹介（抜粋）

（P.67～P.92）
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第7回調査版

フラットデッキ工業会
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・第6回調査:2015年（平成27年）～2016年（平成28年）
・第7回調査:2019年（令和元年）～2020年（令和2年）

第7回調査
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撮影年：2019年

（第7回調査の写真）コメント

フラットデッキリブかしめ部や水抜き孔

等にも錆の発生は無く、良好な状態を

保っていた。

リブ（現場）切断部の部分的な焼けは

第１回（1995年）調査時から特に変化

は見られない。



62

車に水滴が
落ちない
よう養生し
ている

撮影年：2019年

（第7回調査の写真）コメント

前回調査（2015年）より赤錆が目立つようになっており養生箇所も増えていた。

立体駐車場として使用されており壁面が低く吹き曝しな環境の為、路面凍結対策で使用している融雪剤等の影響があると思われる。
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撮影年：2019年

（第7回調査の写真）コメント

外気に触れる環境ではあるが、全体的には

良好な状態を保っていた。外周近傍の縦樋

貫通部等の水分が供給される環境では錆

の発生も見られた。
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撮影年：2019年

（第7回調査の写真）コメント

全体的に写真1のように、梁からの

もらい錆による赤錆と水抜き穴に赤錆

が発していた。

これは、前回見られた錆が進行した

ものと考えられる。

しかし、写真2のように養生されている

箇所が散見された。はっきりとは確認

できないが、著しい錆が発生している

箇所のようだった。上部のスラブは、

駐車場に使用されており、ひび割れ

が発生していたため、そのひび割れ

から雨水等の水分が浸入しデッキ側

へ伝わったために、錆が発生したもの

と考えられる。

補修が行われる可能性が高いため、

継続調査は、難しいかもしれない。

写真1

写真2
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撮影年：2019年

（第7回調査の写真）コメント

フラットデッキ表面及び現場切断部分に錆は

見られず、良好な状態を保っていた。鉄骨側

の部分的な錆は、前回（2015年）調査時から

大きな変化はない。
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１．のみ込み代10mmについて（鉄骨造を除く）
側型枠への確実な受けの確保とデッキの落下防止

のために必要。
構造体への影響はほとんどないと考えているが、

設計者判断による。

２．かかり代30mm以上について（鉄骨造を除く）
地中梁・PCa梁などにかかり代30mm以上載せかけ

る仕様は一般的に採用。
構造体への影響等については明確に言及してお

らず、設計者判断による。
かかり代が確保できない場合はオフセット寸法が

長くなり、変形が大きくなる懸念。

69



5～10mm程度

設計者と協議の上、対策を講じる。

1) 床スラブ端部の上端に補強筋を配筋する。
2) RC造にあっては、床スラブ用の型枠の取り付け位置を5～10mm下げる。
3) S造にあっては、床スラブ厚を5～10mm増打ちする。

局所的な断面欠損ではるが、
強度的な問題はほとんどない
と考えられる。

フラットデッキ固有の特徴を
考慮した設計が肝要である。
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キャンバー(10mm程度）を相殺

（S=150mm）
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